
 

 

令 和 ６ 年 度  第 １ 回 

薩 摩 川 内 市 総 合 教 育 会 議 

会     議     録 
 

 

開催日時：令 和 ７ 年 １ 月 １ ４ 日（火） 開会：１３時１０分 

                    閉会：１４時４０分 

 

開催場所：薩摩川内市役所 ５階 教育委員会室 

 

出 席 者： 

田中市長、藤田教育長、軍神教育長職務代理者、枇杷教育委員、土器手教育委員、 

常盤教育委員 

 

事 務 局： 

（市長部局） 

 鬼塚行政管理部長、黒木総務課長、小柳津保健福祉部長、紙屋社会福祉課長、 

 前門子育て支援課長 

（教育委員会） 

花木教育部長、坂上教育総務課長、中津学校教育課長 

 

傍 聴 者：なし 

 

資  料：別紙による 
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議  事  録 

 

令和７年１月１４日（火） 

 

【開会時刻 １３：１０】 

 
（１ 会次第１：開会のことば） 

総務課長   ただいまから、令和６年度第1回薩摩川内市総合教育会議を開会いたし

ます。それでは、田中市長にご挨拶をお願いいたします。 

 

（２ 会次第２：市長挨拶） 

田中市長   教育委員の皆様、また関係部課の皆様におかれましては、お忙しい中

御出会頂きましてありがとうございます。御案内のとおりでございます

が、この会議におきましては、教育委員の皆さんと市長・関係部課が意

見交換を行い、教育行政の方向性を共有し、連携しながら教育行政に取

り組んでいくための重要な会議でございます。 

      本日は、２つのテーマについて協議させていただきたいと思います。

１つ目は、教育、学術、文化の振興に関する総合的な施策の大綱案であ

る薩摩川内市教育大綱（案）について、もう１つは、象徴的な書き方で

はありますが、子供の笑顔のための取組ということでございまして、昨

年8月に市役所内に少子化対策子育て支援戦略推進本部会議を設置してお

りますので、この取組を含めた様々なことを説明しながら、意見交換を

していきたいと思っております。 

      今日は皆様方のこれまでの知見、経験をもとにそれからの方向性につ

いて忌憚のない御意見を頂きまして、身近な意見また大きな方向性の意

見を頂きながら、市長部局、教育委員会の政策、特に予算措置について

も、きめ細やかに配慮していきたいと思っておりますので、よろしくお

願いします。 

 

（「出席者紹介」について）  

総務課長 ※ 出席者を紹介  

それでは、これより議事に入ります。市長に議長をお願いいたします。

進行をよろしくお願いいたします。 

 

（３ 会次第３：「⑴薩摩川内市教育大綱（案）について」） 

田中市長   それでは、会次第の「３協議」の「⑴薩摩川内市教育大綱（案）につ

いて」、説明をお願いします。 

      -------------------------------------------------------------------------------------------- 
※  会議資料に基づき、⑴薩摩川内市教育大綱（案）について 

花木教育部長が説明 

      ------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

田中市長   計画の位置づけ、それから計画期間の確認をしました。また個別にこ

の教育大綱の文案等が出ていましたら年度内協議を行ってください。 
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枇杷委員   １つだけ、質問ではありませんが、資料にあります、「教育の課題が

地域によって様々であることを踏まえ」という文章がとても良いと思い

ました。やはり地域によって抱えている課題はさまざまだと思うので、

この言葉が入っていることでとても良い大綱になっていくのかなと思い

ます。 

 

田中市長   そういう御意見ですので、また参酌してください。また後ほど、教育

大綱については意見をもらうという取扱いといたします。 

       続いては「⑵子供の笑顔のための取組について」スマイルアクション

５０（素案）の説明でございます。私から説明いたします。 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 
※  会議資料に基づき、スマイルアクション５０（素案）について 

田中市長が説明 

 ------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

田中市長   初めて教育委員の皆さんへ説明しましたが、ご感想やご意見などいか

がでしょうか。土器手委員お願いします。    

 

土器手委員  最初に市長からスマイルアクションのことを聞いたとき、薩摩川内市

の子供たちが、薩摩川内市で教育を受けながら育ち、このスマイルとい

う言葉をもとに教育や子育てがうまくいくようになれば本当にいいなと

思いました。 

 

田中市長   ありがとうございます。常盤委員お願いします。 

 

常盤委員   私は総合計画では市自治総合審議会委員として関わらせていただいて

いますが、人口減少、少子高齢化というのは大きな課題であると思いま

す。 

       先日報道番組で甑島の山下賢太さんという方が言われた「人口減少が

課題ではあるけれども、まず肯定してみよう。」という言葉が印象に残

っています。「大きな壁だと思うとすごく難しい問題だと考えてしまう

けれども、まず肯定してしまう。それで何ができるかというのを考えた

い。」とおっしゃっていました。それを聞いて、人口減少は仕方がない、

どこもそうだと思うのですが、小さな共同体なりに、新たに若い人たち

がすごくいい取組をしている、顔の見える小さな共同体の中でいろんな

取組をしたり、例えば「想夫恋」のように途絶えていたものを復活させ

たりとか、そういうこともあるなと思いました。この「楽しく、笑顔が

つながり、人が集うまちづくり」というキーワードで、教育振興基本計

画にもあるコミュニティースクールの考え方で地域と教育が一体となっ

て進めていく、子供の頃から地域活動に携わっていくというのも大事で

はないかなと思ったところです。 

 

田中市長   ありがとうございます。軍神委員お願いします。 

 

軍神委員   このスマイルアクションには、市長はまず「笑顔あるまちづくり」を

したいんだなというのがよく表れています。特に特認校制度は、後の不

登校の子供たちの話にも関係するんですけれども、大規模校では目立た
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ずどこにいるか分からない、主役にもならない子供たちが、今度は主役

になるというような場面も出てきますし、地域のなかに学校があるとい

うことは、地域の文化がまた栄えると言うんでしょうか、学校が無くな

ると地域の方々が学校に集って子供たちを見たり応援したりする機会が

少なくなりますので、この特認校制度で新たに子供たちも救われますし、

そして地域も活性化するのではないかなというふうに思います。ただ心

配なのは、今まで統廃合されたところから、「うちも復活させてくれな

いか」という意見も出てくる可能性があるかとは思いますが、特認校制

度というのが増えることで、どんなふうに変わっていくのかというのは、

やはり楽しみだと思います。 

      また、スマイルルームについては、ちょうど私が川内市教委で指導主

事をしていた頃に立ち上げたのですが、子供たちが笑顔であってほしい

なという思いでこの名前を掲げました。それが新たに可愛コミュニティ

センターに移り、地域の人たちと触れ合いながら、不登校の子供たちが

救われる、通える場所となります。薩摩川内市の不登校は大きな課題で

もあるので、このスマイルルームの移転によって、少しでも解消されれ

ばなと思うところでした。 

 

田中市長   スマイルルームからスマイルアクションのスマイルを頂きましたので、

ありがとうございました。私は 46 年前に市役所に入ってから、企画畑で

長いんです。いろいろ振興計画をつくってきたんですが、スマイルアク

ションをつくったきっかけは、去年のセンノオトのオープンです。市長

室から毎日見える、多世代のにこやかな交流という姿があります。 

       もう１つは、軍神委員がおっしゃったスポーツフェスタです。市民運

動会から各競技を多世代型に切り替えて、あの大盛況の景色、それから

もう１つは音楽祭のコカフェスです。 

       いろんな見方があるんですが、やはり、1 人でも多く赤ちゃんが生まれ

てくるというこの少子化対策の部類と、全体の数は少なくなっていくん

ですが、生まれてきた子供を健やかに、一人一人を大事にしないといけ

ないなというのがありまして。過去の計画を切って、このスマイルアク

ションをするのではなくて二項二択です。やはり加えていこうという考

え方にしていますので、この遊具施設も、いよいよ市長がおもちゃの話

をするようになったということで。クーリングシェルターや涼みスポッ

トで、屋内遊具施設の候補地は甑島を含めて見て参りましたので、4 年間

に一気にはできないんですが、市民の意見を聞きながら、子供たちが気

軽に靴を脱いでくつろげるような施設整備も必要だなと。いわゆる道路

橋梁等もやりますけど、きめ細やかなのが大事だという考えがありまし

た。 

       もう１つは、去年子育て中の共働きの若いお母さん方とトークをした

とき、やはりコミュニティートークとも違うし、他のとも違う市民ニー

ズがありまして、やはりきめ細やかに聞いて対応しないといけないなと

思ったところでした。18 歳以下の医療費負担をゼロにしてくださいとか、

雨の日や暑い日に気軽に子供がくつろげるような場所が欲しいという意

見もありましたので、一気に全部とはいかないんですけど、このスマイ

ルアクションを提示して、3 月中までに検討して 7 年度予算に係る分につ

いては議会のほうに諮っていきたいと思っていますので、また引き続き

検討いたします。ほかにもご意見ないですか。 
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枇杷委員   私も土器手委員と一緒で、このスマイルアクションはとてもいいなと

思いました。子育て支援を充実することによって、移住してくる方も増

えると思います。甑島のウミネコ留学も家族で来ている方もいらっしゃ

るので、人口減少しながらも、薩摩川内市はとても子育てしやすいとこ

ろだということが伝わることで増えていくと思いますので、とてもいい

と思います。 

       あと、市長もおっしゃっていましたけれど、環境スマイル事業の中の

「こどもの木育事業」については、薩摩川内市には木も竹もいっぱいあ

るので、これを活用して、いろいろなものを子供たちに提供していくの

はとてもすばらしいことだと思いました。 

 

田中市長   ありがとうございます。もう１つ、宗像市役所の例を紹介しますけど、

ほかの企業と一緒に宗像市役所がうちの市職員になりませんかというコ

ーナーを作っています。何を一番目に出しているかというと、市の魅力

である世界遺産を出しています。だからやはり、人が住む、移住、遊び

に来る、住むという要素は、いわゆる市役所の福利厚生とか初任給も大

事ですけど、やはり今の若い方々は特にまちの魅力というか、雰囲気と

いうか、僕も去年か一昨年、大きな人材募集の場に行きましたが、今は

もう市役所の打ち方が、シティーセールスが違うというので参考になり

ました。そういうのも含めて、この住みやすい仕組みをつくるという風

評が、今いる市民、子供たちが楽しければ、ほかの人たちも来やすい、

当たり前のことなんですけど、というような状況です。また後ほど御意

見あったらお知らせください。次は、こども基本法とこども計画です。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 
※  会議資料に基づき、市町村こども計画について 

小柳津保健福祉部長が説明 

      ------------------------------------------------------------------------------------------- 
-------------------------------------------------------------------------------------------- 
※  会議資料に基づき、令和６年度「子どもを取り巻く諸環境の課題と

解決」周知事業「気付いてあげよう、友達の困りごと」の授業の実施

について 

紙屋社会福祉課長が説明 

      ------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

田中市長   では、今ほどありましたこのことについての皆様方のお考え、御要望

等をお願いいたします。 

 

軍神委員   ヤングケアラーの話がありましたけれども、子育て支援ヘルパー派遣

事業については、これはこちら側から見つけようというものだと思うん

ですけれども、ヤングケアラーの子供というのは、私が知っていた対象

の子供たちのケースを考えると非常に優しい、親思い・家族思いの子供

が多いですから、自ら自分がヤングケアラーであるということを認める

という事は、なかなか出来ないのではないかと思います。だから、この

事業はすごくいいなと思いますし、やはり外側から見つけてあげないと

いけないと思います。それは自治公民館の方々でしたり、行政として見

つけるという方法もありますし、あるいは学校でも見つけてあげるとい
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うのもあると思います。やはりヤングケアラーの子供に対しては外から

見つけてあげることが必要ということで、この事業を続けていただいて、

そしてそういう子供を救って頂ければなと思います。 

 

田中市長   他にご意見ありますか。土器手委員お願いします。 

 

土器手委員  私は軍神委員と同じ意見で、やはり学校の先生やお友達が気づいて教

えてあげないと、本人は自分でヤングケアラーと気づかないのかなと思

います。あと、ヤングケアラーという言葉を知らなかったという話も聞

きます。これを継続的に実施していかなければ、何事に対しても子供た

ちも理解できないし、周りの社会も把握できないのかと思います。継続

的に続けていって、少しでも救われる方が増えればと思います。 

 

田中市長   他にご意見ないですか。 

 

常盤委員   今のお二方の意見を踏まえての意見です。対象となるような子供たち

は物心ついたときにはそういう状況になっているので、外から気づいて

あげる必要があります。ある報道映像で見たのですが、社会のことを知

らないので、自分で知る術がなく、ＮＰＯの支援が入って「助けてもら

える所があるって分かった」という事があるようなので、本当に外から

の助けが必要かなと思います。この「子どもを取り巻く諸環境の課題と

解決」の対象が教育関係となりますが、地域の関係機関・関係者の人た

ちが気づいて助けてあげるということも出来るのではと思います。 

 

田中市長   枇杷委員いかかですか。 

 

枇杷委員   令和 4 年にアンケートをとってくださって、実数としてある程度出て

くるまでは、「テレビでいろいろ言われているけれど、薩摩川内市でも

あるのかな。」ぐらいの認識でした。軍神委員もおっしゃいましたけど、

ヤングケアラーの子供は、とても優しい子なので無理やりやらされてい

るというよりも、家庭の中で障害を持っている弟や妹がいたときにお手

伝いしているとか、親の具合が悪いときにお手伝いをするということで、

これはとても素晴らしいことではあると思うんですが、そのことによっ

て勉強ができなかったり、友達と遊べなかったりということが問題にな

るわけです。ですから講話による認知度向上の取組をしていただいてい

るというのは、とてもいいなあと思いました。「自分たちがやっている

事自体が悪いことではなくて、とても良いことなんだけど、それだけで

はなくて、外部からのお手伝いをもらっても良いんだよ」という事をき

ちんと伝えてあげる事が必要だと思うので、とても素晴らしいなと思い

ました。今後も続けて頂いて、少しでもそういう子供たちに、外部から

の援助といいますか、サポートができたらいいなと考えています。 

 

軍神委員   一つ質問していいですか。児童虐待等の人数を書いてあるんですが、

これはほとんど解決していますか。 

 

紙屋課長   非常に難しくて、虐待であると認定して入ってもすぐ解決にはならな

いので、支援には入るんですけど、どこをもって解決かという話になる

のでなかなか難しいんです。まず、虐待が実際あったのかどうかという
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のも、もしかすると子供の狂言でもあるし、親からすると躾になったり

するので、難しいところなんです。ただ、子供が助けてくれと言えばも

う虐待なのかなと感じているところです。暴力だけが虐待ではないので、

ネグレクトでもあるのでなかなか難しいんですが、それにおいて関係機

関の警察や児童相談所と連携しまして解決に向けております。どこが解

決なのかというのが非常に難しいんですけど、親と離して施設に保護す

るようなケースが年間３０ケースぐらいあります。ただ、それは一時的

に離しているので、1 か月ぐらいすると家に帰るとか、あるいはもう長く

帰らない家庭もあります。ただ年間３０ケースぐらいは親元から離して

保護するようなケースがあります。 

 

軍神委員   教育委員会との連携が重要です。緊急性のあるものについては、もし

かしたら警察が介入することもあるのかも知れませんけど、とにかく 1

人の子供の命というのはすごく大切なものなので、どんどん連携してさ

らに強化をしていただければと思います。 

 

田中市長   ヤングケアラーの資料説明と委員の活発な意見があるんですけど、市

の 7 年度策定予定のこども計画の中で、この虐待というかヤングケアラ

ーが大きなウエイトを占めるという認識でよろしいですか。 

 

小柳津部長  先ほど、「こども基本法」の制定で本当に極々簡単にまとめておりま

すけれども、いま議長がおっしゃいました通り、ヤングケアラー、児童

虐待、貧困問題等いろいろ子供を取り巻く問題がございますが、こうい

った子供が直面している課題の解決に向けて、各省庁連携して施策を講

じるために基本法ができて、それに則って大綱、都道府県計画、市町村

計画というふうにおりてきておりますから、ヤングケアラーだけではも

ちろんないんですけれども、今説明させていただいたもの、あるいは虐

待、それから場合によっては貧困対策、健全な育成という観点でそうい

った部分に対してどういうふうに市として取り組むかというのを網羅的

に記載する計画になるものだと思っております。 

 

田中市長   あと 2 点なんですけど、私も全国市長会の分科会でこども家庭庁の分

科会に入っていて、そのときにある市長さんから意見が出たのですが、

ヤングケアラーの本人から意見を聞く仕組みが今あるんですかというこ

とと、アプローチの仕方は現状把握ということと、こども計画への反映

の仕方で、直接的にヤングケアラーである子供の意見を聴く仕組みはあ

るのか、できるのかという考え方だけ聞かせてもらいたいです。 

 

小柳津部長  今、ヤングケアラーである、もしくはヤングケアラーだと思われる子

供に対して、社会福祉課の相談支援員１０人のうち誰かが相談支援に当

たっているわけで、ヤングケアラーとして意見を聞いていいかという言

い方ができるかどうかは別といたしまして、地域や家庭に問題を抱えて

いる子供の意見を聞くということは、十分可能だと思います。そういう

ものについてどうやって体系的に吸い上げて、それをどう計画の内容に

持ち込むかというのは、今、私どもの手のうちに定まったものがあるわ

けではございませんから、そこをどうするかというのは今後の検討です

けれども、当然そういうことを聞くことは可能ではございます。それも

１つのやり方だと思います。 
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田中市長   もう１つですけども、これは意見交換として、“田中”というヤング

ケアラーが特定できればいいんですが、いわゆる統計数字上多いという

のがあって、個別にそこに行くまでの接点が難しいんじゃないかなと思

うのですが。自分がヤングケラーと思ってないと回答しているんですよ。

弟妹を見て親の加勢を一生懸命しているけど、「私は時間的にはとれて

いますよ」って言うんです。そこを気付くというのは地域ですかね。や

はり学校というか、本人との接点って非常に大事だと思うんですが、ど

うですか。 

 

紙屋課長   各委員からもあったように本当にすごくデリケートな問題で、家庭内

ではお手伝いになるのか、ヤングケアラーになるのかという線引きが非

常に難しいので、今回も教育委員会にお願い致しまして、1 時間の授業を

いただいて、その授業のなかで、手伝いとヤングケアラーの違いについ

て説明しました。 

       あと、どうしても小さい内からやっていて親から褒められていた本人

については、辛いと思っていない場合もあるんですけど、実際それによ

って勉強ができないとか、本当はやりたかった部活ができないという事

を相談する事は、悪いことじゃないんだよということを説明したり、や

はり本人の口から言うことが非常に難しいんじゃないかというのもあっ

たりしますので、テーマとして「気づいてあげよう、友達の困りごと」

ということで、友達にそういう子はいないかという事を発信してもらえ

るのが一番ありがたいのかなと。声を出すことが悪い事じゃないんだと

いう事を、今年は一年かけて全小学校、中学校ときましたので、これも

高校生世代になるとまだ酷くてですね。「アルバイトしているからその

お金やらんか。」と、どんどんひどくなってくるので、高校生世代に広

げたいなと思っています。あと軍神委員からもあったように、ヘルパー

派遣事業というのは、ヤングケアラーだと思われる世帯にヘルパーを派

遣して家事を手伝ってあげて、子供の負担を少なくする事業ではあるん

ですけど、表立って「これはヤングケアラーの事業です。お宅はヤング

ケアラーだからヘルパーが入ります。」とは言えないので、非常に難し

くて、入り際も「子育て大変じゃないですか。たくさんお子さんがいら

っしゃるから家事が大変じゃないですか。」ということで、上手く入れ

て了承して頂いて入れたのがこの件数なので、実際は入りたい家庭はも

っとあるんですけど、「来るな。」と言われるとなかなか難しい面もあ

ります。 

 

田中市長   このタイトルの意義と課長の説明で現状よく分かりました。あとは、

このこども計画の 7 年度策定で、教育委員の策定への関わり方というの

はあるんですか。審議策定委員に入っているかということと、でなけれ

ば素案というか途中でこども計画の案を新年度提示してもらいたいとい

う意見です。 

 

小柳津部長  この本市のこども計画に関しまして、何らかの審議会的な組織で審議

していただくかどうかというのを新たにつくるのか、それとも既存の子

供子育て支援会議という別の法律に基づく会議がございまして、そこで

お諮りすることも考えております。そこは校長会の代表が入っていらっ

しゃいますので、教育委員会と切れているということは無いです。ただ、
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仮にそこにお諮りしても、先ほど申し上げましたとおり、国からは全部

部局で横断的につくりなさいという通知が来ているんですけれども、特

に教育委員会に関しましては、各部局の中でも非常に重要な部局の１つ

だと思っておりますので、よろしければ是非教育委員会なり、この総合

教育会議なり、御説明の機会を頂ければ、ある程度御説明できるような

ものができましたら、是非お時間を頂ければなというふうに考えており

ます。よろしくお願いします。 

 

田中市長   いま部長の説明のとおり、新年度、市のこども計画の素案の策定の状

況によって総合教育会議のほうに案の提示、説明をしてください。 

 

藤田教育長  子供を取り巻く環境については全国的に対応が必要な事例があったと

いうことで、本市においても社会福祉課で全学校を巡回して、講座を開

いてもらっていて、私も水引中学校の会に参加しました。子供にとって、

自認を促すという意味では非常に有効だろうと思っています。これにつ

いては並行して、ゲーム依存やスマホ依存の講座も設けてもらいました。

今、大きく社会で課題になっている依存症というのがありまして、これ

については、子供だけではなくて保護者も同じ知識を持たないといけな

いのではないかということから、可能であれば来年度各学校の家庭教育

学級へも出前講座をしてほしいということで、社会福祉課と社会教育課

の連携についてお願いをしてございます。 

       あと一つは、いま市長からもありましたように、こども計画等につい

て、小柳津部長からも回答があったわけですけど、子供たちの家庭の現

状を知るのが学校の担任、当然そこに虐待が疑われる場合は通告の義務

もありますが、身体測定や体育や水泳の時間に直接的な虐待については

分かりますし、ネグレクトについては「朝御飯を食べてきたの。」と、

これだけの声かけでもその子の家庭の様子が分かる、兄弟がいると担任

の情報交換で分かる、ということもあります。その対応のために仲介役

となる主任児童委員の方と、全学校の教頭の懇談会・懇話会というのを

毎年計画していただいていまして、やはり普段「こういう組織があるよ。

主任児童委員とか民生委員の組織があるよ。」と伝えるだけではなく、

学校の教頭はじめ教員たちが相談できる雰囲気が醸成される環境作りと

して、年 1 回ではありますが懇話会・懇談会が有効な手だてとなってい

ます。 

       こども計画の策定に当たっては、小柳津部長からありましたように、

校長会の代表が参加させてもらうことによって学校もこのことを中心に

して子供を見ていこうという認識を持つことができ、それが非常に有効

に働くのではないかと思い、私からも重ねてお願いをしたいと思ってい

るところです。 

 

田中市長   それでは項目としては、最後の「学びの多様化の支援策」についての

説明と協議に入ります。 

 

-------------------------------------------------------------------------------------------- 
※  会議資料に基づき、学びの多様化支援策（不登校児童生徒支援）に

ついて 

中津学校教育課長が説明 
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      ------------------------------------------------------------------------------------------- 
 

田中市長   今、不登校児童生徒の減少の成果とそれから研究会、また今後の支援

策まで方向性が示されましたが、委員の皆様から何か御意見、御要望ご

ざいませんか。 

 

軍神委員   先ほども言いましたように、この特認校制度あるいはスマイルルーム

の新たな導入というのは、不登校の対策の中ですごく貴重なものになる

と思います。やはり大規模校や今の学校で自分はどこにいるか分からな

い､居場所がはっきりしない子供が、小規模校に行って主役になり、そし

て肯定感やいろいろなものが高まっていくと思います。大規模校ではど

こにいるか分からなかったけれど、小規模校になると、例えば文化祭や

学芸会、それから運動会などでも、子供たちはいくつも役員をしながら

走り方もしないといけない。そういうような状態になって不登校の問題

が解決するんじゃないかなと思います。そういうことで非常に良い取組

がなされるんじゃないかなと、効果をすごく期待するところであります。 

 

田中市長   教育長、この新規の不登校数が減少した非常に良い成果で、端的にど

こがほどけたのでしょうか。この学びの多様化というやり方は分かるん

ですけど、子供たちが学校に向いてきたというのは端的には何ですかね。 

 

藤田教育長  令和 4 年、5 年、6 年と魅力ある学校づくりを全学校で推進してまいり

ました。これはやはり魅力ある教室があって、魅力ある友達がいて、魅

力ある先生がいて、そして相談できる。この中でみんなと何かをするの

が楽しいと子供たちが答えている割合が多い。各学校は、それらの子供

たちの意見をまず聞いて目標を定めます。そういう意味で教室での安心

感、学びの安心感あるいはもう一つの視点としては令和 4 年 12 月に大き

く改定されました国の生徒指導提要があります。これまでは、学校の校

則を守らせよう、授業を聞かせよう、教えようという視点での学校生活

でしたけども、子供自ら課題あるいは困りごと、そういうものを口に出

して提案し、児童会・生徒会の充実、あくまでも教師たちは、ファシリ

テーターとしての存在であるという認識を、ここ 3 年で少しずつ変えて

きています。ただ、本人がこれまで受けてきた授業や学校生活というの

がまだまだ根強く残っている点がございますが、そこら辺りを払拭でき

るような学校環境というものを、保護者にも地域にも説明しています。

先ほどもコミュニティースクール（CS）のことが出ましたが、学校運営

協議会の方々から御意見をくださる、そして研究公開、運動会、学習発

表会、文化祭にも CS の方々が直に出席して見ていただき、地域の方の御

意見、そして大人が変わっていくという事が要因として、新規の不登校

児童生徒が減ってきたことにつながります。国の教育政策研究所の主任

研究員等もこの私たちの取組を分析して頂いて、いわゆる横ばいであっ

ても、それは成果として捉える、学校の取組を肯定して下さいというこ

とでしたので、そこも全校長、教頭と先生たちに伝えて、自分たちがや

ってきたことは間違いないんだということを肯定的にとらえてきた成果

じゃなかろうかと思っています。あと一つは、課長から説明があったよ

うに、不登校児童生徒のいる家庭の保護者が非常に相談の体制について

不安があり、もっと相談したいという声はありましたので、先ほどの提

案をしたところでした。学校によっては不登校の子供のいる保護者に集
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まってもらって、いわゆる解決をしようということではなくて、保護者

の悩みをお互いに共有しましょうという、それも一つ役立っているとい

う事を聞きましたので、来年度の協議においても、一つの提案として各

学校でできること等を広げていきたいなと思っているところです。 

 

田中市長   委員の皆様から不登校支援についての御意見とかございませんか。 

 

土器手委員  資料を見て分かるとおり、この市の不登校児童生徒の割合は高いわけ

ですけど、先ほど教育長が示してくださった魅力ある学校づくりプロジ

ェクトが、薩摩川内市全学校の校長はじめ、先生たちは、これは目に見

える形で取り組んでいるから、今時点では全国平均に比べたら高いけれ

ども、令和 6 年度の不登校者が若干減ってきているのは、まさにこれが

しっかり機能しているからだと思います。また、学校の授業を見させて

もらっていますけども、今子供たちが主体的に考えるという授業、まだ

対応し切れてない先生も目にはつくんですけど、そういう取組をしよう

と子供たちが主体的に学べる環境が徐々にできてきているなと思います。

一方的に授業聞かされるだけじゃなくて生徒たちが考える、またそれを

考えていく中で、上手くいったときの達成感とか、そういうのを徐々に

感じていっているのかなと思います。不登校の児童生徒が急には減らな

いかも知れませんが、魅力ある学校づくりという指針があれば不登校の

生徒は減っていくと思いますので、このままやっていただきたいなと思

っているところです。 

 

常盤委員   要因の分析に本人の漠然とした不安や気持ちの落ち込みというのがあ

りますが、ここに関しては担任の先生の役割というのも大きいのかなと

思います。特認校や小規模校ですと、人数も少なくて子供の様子にすぐ

気付いて手を差し伸べることが出来ますが、大規模校は、もし気付いて

もなかなかその一人一人にかかる時間とか、もしくは担任が業務により

なかなかサポートできないというところで、予防できるはずのところが

進んでしまうというのもあるのかなと思います。ですので教員へのカウ

ンセリングのようなエンカウンターのような研修もされているというこ

とでした。あとは、校務支援員等の適切な配置などで、教員が元気で子

供たちを元気付けてあげられるような、教員のメンタルのサポートも大

切かなと思ったところです。 

 

枇杷委員   不登校に関しても家庭によってケースバイケースのところもあるんで

すけれど、逆に薩摩川内市の強みとして、小規模校もありますし、平佐

西小校区の子供が川内小学校に行ける制度もあります。川内小学校は自

分の子供たちも通った学校なんですが、今 1 クラスの人数も少なくなっ

ていて、逆に先生方の目も行き届き、25 人～30 人ぐらいでとても良い雰

囲気だという風に聞いています。保護者も川内小学校の卒業生の PTA の

方達だったりして、とてもまとまっているそうです。大規模校でなかな

か学校に行きにくいなという子供も、選べば先生方の目が行き届くよう

な学校に行ける体制があるというのは、逆に強みとして捉えることがで

きるのかなと思っています。 

 

田中市長   それでは、事務局の方では、最後は市長にまとめてくださいというこ

とだったんですが、私のからは 5 項目のことを御報告、集約いたします。 
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       3 月議会に、市としての包括的な子供子育て支援に係る理念条例を提案

できないか検討中です。二つ目が子供子育て支援に係る実行方針も同じ

く 3 月までに策定予定です。三つ目が今日テーマにございましたスマイ

ルアクション５０につきましても、令和 7 年度予算連動で、3 月までにま

とめる。ぜひこのスマイルアクション５０のテーマの中で改めて説明し

たいんですけど、笑顔の部分では、子供の健やかな成長教育なんですけ

ど、循環ということも言いましたが、やはり薩摩川内市の経済力ですね。

経済の循環という事もこのスマイルアクションの中には入っております

ので、申し上げたいのは、教育というのは義務で、いわゆるベース的に

は行政が責任を持って親の負担ゼロ的な考え方ですよね。それを支える

ためには、この少子化の中の教育といえども、応分の行政としての予算

は必要になりますので、総合行政の責任としては、やはり市の経済力、

教育を支える経済力の循環というのは非常に必須だという考えですので、

そういう数字の部分もこのスマイルアクションに入っているという御理

解でお願いします。四つ目は今日のテーマで言いましたように、本年 3

月までに本市教育大綱をまとめるということ、五つ目がこども基本法に

基づく本市のこども計画をまとめるということです。 

       このように項目的には 5 項目ありますので、また各々について、皆様

方の御認識と、その都度の御意見をお願いしたいと思っております。本

日のテーマにつきまして、私の議長をこれで終わりますので、事務局に

お返しします。 

 

総務課長   熱心な御協議、誠にありがとうございました。以上をもちまして、令

和6年度第1回薩摩川内市総合教育会議を閉会させていただきます。誠に

お疲れさまでございました。 

 

 


